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一
石
六
観
音 

 

滝
本 

や
す
し 

 

富
山
県
南
砺
市
北
川(

旧
井
波
町
今
町)
の
路
傍
に
地
蔵
が
納
め
ら
れ
た

小
堂
が
あ
り
、
そ
の
周
り
に
四
基
の
石
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
左
手
前
の

石
塔
に
「
南
無
金
剛
神
」
と
刻
ま
れ
て
お
り
、
庚
申
塚
と
呼
ば
れ
て
い
る
。 

左
奥
に
建
て
ら
れ
て
い
る
金
屋
石(

砺
波
市
庄
川
町
金
屋
で
産
出
さ
れ
る

緑
色
凝
灰
岩)

の
石
塔
は
舟
型
に
加
工
さ
れ
て
お
り
、
一
石
に
六
観
音
が
浮

彫
り
さ
れ
て
い
る
。
六
体
全
て
座
像
で
、
二
体
ず
つ
三
段
に
並
ん
で
い
る
。

総
高
約
180

cm
。 

 

磨
滅
が
激
し
く
像
容
が
は
っ
き
り
と
し
な
い
が
、
上
段
左
が
馬
頭
観
音
、

上
段
右
が
十
一
面
千
手
観
音
、
中
段
左
が
聖
観
音
、
中
段
右
が
十
一
面
観
音
、

下
段
左
が
准
胝
観
音
、
下
段
右
が
如
意
輪
観
音
で
あ
る
。
正
面
右
に
細
か
な

文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
、
判
読
困
難
で
あ
る
。
ま
た
正
面
下
部
に
は
「
金

榮
庄
太
郎
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。 

す
ぐ
近
く
の
高
野
山
真
言
宗
大
寶
寺
境
内
の
石
造
不
動
明
王
の
左
側
面

に
三
十
一
名
の
願
主
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
も
金
榮
庄
太
郎
の
名
が

み
ら
れ
る
。
こ
の
不
動
明
王
は
井
波
の
石
工
常
山
金
三
郎
の
作
で
大
正
四
年

建
立
の
銘
が
入
っ
て
い
る
。
し
か
し
六
観
音
が
彫
ら
れ
た
石
塔
と
こ
の
不
動

明
王
と
は
手
法
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
別
の
石
工
で
あ
ろ
う
。 

代
々
同
じ
名
前
を
継
ぐ
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
石
仏
に
刻
ま
れ
て
い

る
金
榮
庄
太
郎
が
同
一
人
物
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。 

 

石
造
の
六
観
音
は
北
陸
三
県
内
で
十
数
組
確
認
し
て
い
る
が
、
一
石
に
六
観
音
が
彫
ら

れ
た
石
塔
は
こ
の
一
基
の
み
で
あ
る
。 
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コ
レ
ラ
と
石
仏 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

尾
田 

武
雄 

 

は
じ
め
に 

コ
レ
ラ
は
人
か
ら
人
へ
と
伝
染
し
て
流
行
す
る
感
染
症
で
あ
る
。
感
染
症
は
細
菌
や
ウ

イ
ル
ス
な
ど
の
微
生
物
が
人
や
動
物
の
体
内
に
侵
入
し
＊
組
織
や
臓
器
の
中
で
増
殖
し
た

結
果
引
き
起
こ
さ
れ
る
。「
伝
染
病
予
防
法
」
で
は
＊
法
定
伝
染
病
と
さ
れ
て
い
る
。
赤
痢
・

痘
瘡
・
チ
フ
ス
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
・
ペ
ス
ト
・
日
本
脳
炎
な
ど
と
と
も
に
怖
い
病
気
で
あ

る
。
富
山
県
で
も
幕
末
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
、
何
度
か
コ
レ
ラ
の
大
流
行
が
あ
っ
た
。

そ
れ
が
石
仏
の
造
立
に
よ
り
、
そ
れ
が
理
解
で
き
る
。 

 幕
末
期
の
コ
レ
ラ 

わ
が
国
に
記
録
に
出
る
の
は
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
で
あ
る
。
そ
の
後
安
政
五
年
（
一

八
五
八
）
に
発
生
し
た
。
こ
の
年
の
旧
暦
六
月
に
長
崎
で
発
し
た
コ
レ
ラ
は
九
州
各
地
で

蔓
延
し
大
坂
、
京
都
を
経
て
七
月
以
降
は
江
戸
で
流
行
が
始
ま
っ
て
十
月
に
及
び
、
江
戸

で
の
死
者
は
三
万
人
に
も
達
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
コ
レ
ラ
の
流
行
は
越
中
・
能
登
・

加
賀
の
前
田
領
三
国
に
も
波
及
し
て
お
り
そ
の
他
の
史
料
に
よ
り
断
片
的
に
情
況
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。（
古
岡
英
明
著
「
安
政
五
年
の
コ
レ
ラ
蔓
延
と
浄
土
真
宗
一
僧
侶
の
対
応
」

『
富
山
史
壇
』
第
一
六
七
号
） 

砺
波
市
三
島
町
の
曹
洞
宗
瑞
祥
寺
の
山
門
前
に
は
「
こ
ろ
り
不
動
明
王
」
が
お
堂
に
安

置
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
小
さ
な
浮
彫
の
不
動
明
王
立
像
が
安
置
さ
れ
て
お
り
、
木
の

札
も
入
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

写
真
①
② 

南
町
不
動
社
由
縁 

安
政
六
年
初
秋
大
坂
ニ
コ
ロ
リ
病
（
現
在
ノ
荒
烈
羅
病
）
流
行
夫
レ
ヨ
リ
各
地
ヘ
傳
染

シ
多
ク
其
病
ニ
冒
サ
レ
死
亡
セ
リ
其
年
八
月
中
旬
西
砺
波
郡
石
黒
村
字
桐
木
村
三
十
郎

（
村
ノ
肝
煎
役
）
義
桐
木
村
等
七
カ
村
入
会
山
字
大
岩
谷
ト
称
ス
ル
谷
中
ニ
多
年
埋
レ

タ
ル
不
動
尊
ヲ
掘
出
シ
祈
レ
ハ
此
ノ
病
カ
ゝ
ラ
ザ
ル
旨
梦
ノ
告
ア
リ
シ
ヲ
不
審
ニ
思
ヒ

人
足
ヲ
シ
テ
右
谷
ノ
各
所
ヲ
掘
リ
ケ
レ
ハ
杲
シ
テ
不
動
ノ
石
像
出
給
ヒ
リ
此
事
遠
近
ノ

人
々
聞
傳
ヒ
余
詣
ノ
男
女
日
ニ
数
百
人
ニ
及
ヒ
リ
然
ル
ニ
迷
信
ヲ
以
テ
人
民
ヲ
惑
ハ
ス

故
ヲ
以
テ
時
ノ
郡
奉
行
ヨ
リ
其
像
ヲ
杉
木
新
御
郡
奉
行
所
引
揚
ニ
相
成
永
書
櫃
ノ
上
ニ

ア
リ
シ
ヲ
得
能
覚
兵
衛
（
十
村
役
）
等
時
ノ
奉
行
金
子
篤
太
郎
ヘ
願
ニ
相
談
所
ニ
鎭
守

ト
ナ
シ
堂
宇
ハ
郡
役
人
家
ヨ
リ
寄
附
金
ニ
テ
造
作
シ
（
作
者
高
畠
兵
四
郎
）
万
延
元
年

ヨ
リ
同
所
塲
ノ
内
ニ
鎮
座
ア
リ
ケ
リ
ヲ
菊
池
五
郎
右
衛
門
（
野
尻
組
十
村
役
）
ノ
紹
介

ニ
テ
明
治
二
年
春
拙
家
ノ
守
護
仏
ニ
勧
請
シ
素
戔
嗚
尊
ト
改
称
シ
奉
リ
テ
神
宮
ヲ
シ
テ

毎
年
八
月
二
十
七
日
祭
典
行
ヒ
居
リ
ケ
ル
ガ
（（
□
□
）
南
町
ノ
信
仰
者
ヨ
リ
町
内
ノ
祭

神
ニ
セ
ン
ト
ノ
請
ニ
依
リ
詫
リ
奉
レ
リ
以
上
拙
家
跡
鑑
留
及
先
考
磯
松
ヨ
リ
傳
聞
ス
ル

所
ニ
ヨ
リ
述
フ
ル
コ
ト
云
爾 

 

大
正
六
年
三
月 

高
島
順
敬
白 

 

 

こ
れ
は
、
安
政
六
年
に
コ
レ
ラ
が
全
国
的
に
流
行
し
て
い
た
頃
、
南
砺
市
桐
木
の
大
岩

谷
と
言
う
と
こ
ろ
か
ら
石
造
の
不
動
尊
が
掘
り
出
さ
れ
た
。
こ
れ
を
拝
む
と
コ
レ
ラ
が
罹

ら
な
い
と
い
わ
れ
、
一
日
数
百
人
も
の
人
々
が
参
詣
し
た
。
杉
木
新
町
（
砺
波
市
出
町
）

に
あ
っ
た
郡
奉
行
所
が
「
人
民
を
惑
わ
す
」
と
の
こ
と
で
、
郡
役
所
預
か
り
に
な
っ
た
。

そ
の
後
明
治
二
年
に
瑞
祥
寺
に
安
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
コ
レ

ラ
が
怖
い
と
い
う
こ
と
で
砺
波
の
地
で
も
、
人
々
は
こ
の
不
動
尊
に
し
か
頼
る
こ
と
し
か

で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

明
治
初
期
の
コ
レ
ラ 

写
真
③
④ 

⑤
⑥ 

 
砺
波
市
中
野
の
辛
口
で
有
名
な
地
酒
立
山
の
酒
造
会
社
前
に
駐
車
場
脇
に
、
た
く
さ
ん

の
石
仏
の
入
っ
た
お
堂
が
あ
る
。
そ
の
中
に
ひ
と
き
わ
大
き
い
薬
師
如
来
坐
像
が
鎮
座
し

て
い
る
。
高
さ
一
四
七
セ
ン
チ
、
幅
一
〇
四
セ
ン
チ
で
「
明
治
二
十
年
六
月
」「
南
部
元
次
」

「
惣
連
中
」
と
あ
る
。
富
山
県
で
は
コ
レ
ラ
が
明
治
十
二
年
と
明
治
十
九
年
、
明
治
二
十

八
年
の
三
回
に
わ
た
り
大
流
行
し
た
。
十
二
年
に
は
富
山
県
だ
け
で
も
死
者
一
万
数
千
人
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①瑞祥寺不動明王 

②不動尊の木札 

③砺波市中野のお堂 

④薬師如来坐像 ⑤無量力吼 ⑥無量力吼の銘文 

に
及
び
、
十
九
年
も
一
万
七
百
人
も
出
て
、
砺
波
地
方
も
同
然
で
あ
っ
た
。
中
野
村
で
も

十
二
年
に
は
八
十
五
人
、
十
九
年
に
は
六
十
九
人
の
死
者
が
出
た
。
こ
の
コ
レ
ラ
が
下
火

に
な
っ
た
明
治
二
十
年
に
、
地
元
の
医
師
南
部
元
次
が
そ
れ
を
安
堵
し
万
病
を
癒
し
医
療

の
仏
で
あ
る
こ
の
石
造
薬
師
如
来
坐
像
建
立
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
南
砺
市
井
波
の
閑
乗
寺
登
り
口
に
は
コ
レ
ラ
堂
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
珍
し
い
五
大

力
菩
薩
の
内
の
無
量
力
吼
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
石
仏
の
向
か
っ
て
右
側
面
に
は
「
明

治
十
九
年
戌
十
一
月
」
と
あ
り
お
堂
右
側
に
は
「
明
治
十
九
年
十
一
月
建
立 

昭
和
十
八

年
再
建 

コ
レ
ラ
堂 

世
話
方
井
波
坂
下
会
」
と
あ
る
。『
い
な
み
の
石
仏
と
お
堂 

第
一

集
』（
昭
和
六
十
年
刊
）
に
よ
る
と
「
井
波
で
は
発
病
者
を
生
焼
き
に
し
た
り
、
生
き
埋
め

に
し
た
例
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
当
時
の
生
き
地
獄
の
後
を
子
孫
に
語
り
伝
え
、
悲
惨
な

犠
牲
者
の
慰
め
、
こ
の
恐
ろ
し
い
疫
病
を
封
じ
る
た
め
に
、
親
類
、
縁
者
が
相
集
い
、
そ

の
生
地
獄
の
地
に
コ
レ
ラ
堂
を
建
立
し
た
。
ま
た
こ
の
地
よ
り
東
へ
約
一
キ
ロ
の
場
所
に

も
、
無
量
力
吼
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
悲
惨
な
コ
レ
ラ
の
伝
染
病
の
あ
っ
た
こ

と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
い
う
、
強
い
思
い
か
ら
造
像
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
毎
年
九

月
一
日
に
は
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。 
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富
山
市
茶
屋
町
「
鎮
火
碑
」
の
由
来 

 

平
井 

一
雄 

 

富
山
市
茶
屋
町
の
神
明
社
に
隣
接
し
て
梵
字
（
カ
ー
ン
マ
ー
ン 

不
動
明
王
）
と
「
鎮

火
碑
」
の
文
字
を
刻
し
た
石
碑
が
あ
る
。
又
、「
乾
亨
和
尚
開
山
塔 

龍
吟
庵
」
と
刻
し
た

石
碑
と
地
蔵
堂
が
あ
る
。
鎮
火
碑
の
背
面
に
由
来
が
刻
し
て
あ
る
が
摩
耗
し
て
殆
ど
読
め

な
い
。
幸
い
に
由
来
と
修
復
記
を
書
い
た
案
内
板
も
あ
る
の
で
翻
刻
し
て
紹
介
す
る
。
ま

た
『
富
山
市
史
』
、
『
越
中
資
料
』
に
記
さ
れ
た
文
政
四
年
七
月
七
日
の
愛
宕
村
大
火
の
記

事
を
紹
介
す
る
。 

 一
、
鎮
火
碑
の
由
来 

文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
夏
四
月
七
日(

旧
暦)
夜
九
時
に
出
火
し
風
に
あ
お
ら
れ
て
一

夜
で
川
北
の
愛
宕
一
帯
約
千
戸
を
焼
き
尽
く
し
た
。
わ
が
埜
崎
家
の
祖
先
は
永
禄
の
乱
に

敗
れ
て
庶
人
に
降
っ
た
が
巻
物
や
物
の
具
な
ど
の
遺
物
は
代
々
大
切
に
伝
え
き
た
の
に
こ

の
火
災
で
そ
の
大
部
分
を
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。
守
り
が
お
ろ
そ
か
で
あ
っ
た
罪
は
遁
れ

ら
れ
ぬ
の
で
後
日
そ
の
燃
え
残
り
を
愛
宕
社
の
境
内
に
埋
め
し
る
し
の
石
に
梵
字
を
刻
り

後
世
の
鎮
火
の
護
符
と
す
る
。
わ
が
罪
の
万
分
の
一
を
つ
ぐ
な
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。
埜
崎
二
十
八
世
孫
政
謹
記 

以
上
が
こ
の
碑
の
背
の
刻
文
の
大
意
で
あ
る
が
明
治
元
年
に
神
仏
分
離
令
が
出
て
こ
の

碑
を
愛
宕
社
か
ら
離
す
こ
と
に
な
り
、
こ
こ
に
あ
っ
た
龍
吟
庵
の
庵
主
が
埜
崎
家
の
出
身

で
あ
っ
た
縁
で
こ
の
境
内
に
移
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
茶
屋
の
村
人
も
協
力
し
丸
太

を
し
い
て
転
が
し
て
運
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
当
茶
屋
町
で
は
大
火
の
日
に
ち
な
ん

で
毎
年
六
月
十
日
に
鎮
火
祭
を
催
し
て
い
る
。 

 

ニ
、
鎮
火
碑
の
修
復
に
当
た
っ
て 

こ
の
鎮
火
碑
は
昭
和
五
十
九
年
九
月
十
一
日
修
復
の
た
め
解
体
し
た
。 

埋
納
さ
れ
て
い
た
も
の
は
次
の
通
り 

一
、
刀
三
振
、
一
、
槍
一
振
、
一
、
組
手
一
本 

一
、
石
球
一
個
、
一
、
巻
物
軸
二
本 

一
、
経
石
多
数
、
一
、
他
に
鉄
片
・
木
片 

以
上
の
も
の
は
富
山
市
考
古
資
料
館
に
保
管
す
る
。 

こ
こ
に
経
過
と
目
録
を
記
し
て
碑
の
中
に
納
め
永
く
後
世
に
伝
え
る
。 

昭
和
五
十
九
年
九
月
吉
日 

・
今
回
の
鎮
火
碑
修
復
を
行
う
に
當
っ
て
右
の
よ
う
に
記
載
し
た
銅
板
を
碑
中
に
納
め
た
。 

・
こ
の
碑
は
明
治
末
年
に
も
積
み
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。 

昭
和
五
十
九
年
九
月
末
日 

茶
屋
町
自
治
会
の
嘱
を
う
け 

土
井
重
治
誌 

 

三
、
参
考
資
料 

・『
富
山
市
史
第
一
卷
』 

文
政
四
年
四
月
七
日 

船
橋
向
愛
宕
町
、
商
高
木
屋
治
郎
兵
衛
の
家
か
ら
出
火
し
た
。
時
に
東
南
の
風
が
烈
し
く
、

殆
ど
船
橋
向
全
部
を
焼
失
し
た
。
残
す
所
は
僅
か
に
愛
宕
神
社
、
そ
の
他
町
屋
十
餘
戸
で
、

餘
火
は
駒
見
村
に
飛
び
、
六
七
戸
を
延
焼
し
た
。 

 

ｉ 

・『
越
中
史
料
巻
之
三
』 

文
政
四
年
四
月
七
日
、
富
山
愛
宕
町
出
火
あ
り 

「
杉
木
御
觸
留
帳
」 

一
、
五
拾
七
軒 

 

愛
宕
町
焼
失
家 

一
、
百
六
軒 

 
 

愛
宕
村
焼
失
家 

(

注
；
愛
宕
以
外
略 

平
井
） 

右
當
月
七
日
酉
の
上
刻
頃
、
婦
負
郡
愛
宕
村
、
百
姓
町
並
木
次
郎
兵
衛
よ
り
出
火
、
右
之

通
焼
失
仕
候
、
尤
人
異
変
之
義
無
之
由
に
御
座
候
、
右
承
り
合
申
に
付
、
御
注
進
申
上
候
、

以
上 

天
正
寺
村 

十
兵
衛 
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茶屋町神明社 龍吟庵跡 

乾亨和尚開山所 龍吟庵 

梵字種字(カ-ンマ-ン) 

不動明王 

鎮火碑の由来 案内板 

鎮火碑の修復について 案内板 

鎮火碑 

鎮
火
碑
裏
面 

由
来
碑
文 
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二歳像 

富山県射水市布目沢 路傍 

二歳像 

富山県富山市秋吉新町 路傍 

伝 二歳像(土を固めて作った泥像) 

石川県金沢市野町２丁目 真宗大谷派徳龍寺 

二歳像と七歳像(陶製) 

富山県高岡市二上 高野山真言宗慈尊院 

聖
徳
太
子
の
彫
像 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

滝
本 

や
す
し 

  

聖
徳
太
子
の
石
像
に
つ
い
て
は
、
尾
田
武
雄
氏
に
よ
っ
て
砺
波
地
方
を
中
心
に
二
歳
像

が
二
百
数
十
体
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
真
宗
大
谷
派
井
波
別
院
瑞
泉
寺
の
太
子
堂
に

安
置
さ
れ
て
い
る
南
無
太
子
像
の
模
刻
で
あ
り
、
こ
の
地
方
に
お
い
て
の
厚
い
信
仰
が
う

か
が
え
る
。
富
山
県
内
で
は
、
呉
東
で
の
作
例
は
希
で
あ
る
。
ま
た
同
様
の
二
歳
像
は
『
太

子
信
仰
と
北
陸
』(

平
成
九
年
、
石
川
県
立
歴
史
博
物
館)

に
、
石
川
県
内
の
寺
院
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
四
十
体
ほ
ど
の
木
像
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
石
川
県
内
で
は
、
二
歳

の
石
像
は
一
体
も
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
福
井
県
内
で
も
木
像
の
報
告
例
が
あ
る
が
、

極
め
て
希
で
あ
る
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

 

手
に
柄
香
炉
を
持
つ
十
六
歳
像(

孝
養
像)

は
、
私
の
在
住
す
る
金
沢
市
で
も
ほ
と
ん
ど

の
真
宗
寺
院
に
掛
軸
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。『
太
子
信
仰
と
北
陸
』
で
は
三
十
体
ほ
ど
の
木

像
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
石
川
県
内
や
福
井
県
内
で
は
石
造
で
の
作
例
は
少
な
い
。

富
山
県
内
で
は
、
立
山
町
や
富
山
市
に
石
像
が
多
く
み
ら
れ
る
。 

 

二
歳
像
と
十
六
歳
像
以
外
の
作
例
は
木
像
や
絵
像
に
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
が
、
石
像
は

希
で
あ
る
。 

 

北
陸
地
方
に
み
ら
れ
る
聖
徳
太
子
の
石
像
や
木
像
な
ど
、
代
表
的
な
も
の
や
珍
し
い
も

の
を
い
く
つ
か
紹
介
し
て
お
き
た
い
。 
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十六歳像、中央に阿弥陀、右に七高僧 

 富山県立山町目桑 路傍 

十六歳像 

石川県津幡町八ノ谷 路傍 

伝 六歳像(木像) 

石川県宝達志水町 真宗大谷派仰信寺 

十六歳像、右に釈迦、左に観音 

 富山県富山市新保 路傍 

「聖徳太子尊」 

富山県高岡市五福町 曹洞宗香林寺 

Figure 2 Figure 1 

両手で笏を持つ摂政像 

福井県坂井市丸岡町篠岡 笠間神社 

右手で笏を持ち愛犬の雪丸を連れる像 

福井県越前市粟田部町 天台真盛宗粟生寺 

曲尺を持つ像 

富山県立山町虫谷 路傍 
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第
57
回
例
会
報
告 

│
津
幡
町
の
石
仏
め
ぐ
り
│ 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

池
田 

紀
子 

 

ま
ず
最
初
に
訪
ね
た
の
は
竹
橋
に
あ
る
有
聲
寺(

浄
土
宗)

で
、
こ
こ
に
は
徳
本
、
義
賢

両
行
者
の
名
号
塔
や
馬
頭
観
音
像
、
水
天
、
十
体
の
地
蔵
が
納
め
ら
れ
た
お
堂
が
あ
り
、

義
賢
名
号
塔
に
つ
い
て
は
津
幡
町
で
四
基
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。 

杉
瀬
に
は
猪
塚
が
あ
り
私
は
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
安
永
三
年
か
ら
五
年
に
か
け
て
の

大
雪
で
数
千
頭
出
没
し
た
猪
を
殺
し
、
そ
の
証
拠
に
尻
尾
を
持
っ
て
来
る
と
米
一
升
の
褒

美
が
与
え
ら
れ
、
そ
の
尻
尾
を
埋
め
て
供
養
し
た
の
が
こ
の
塚
で
す
。
供
養
塔
に
は
種
子

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。 

同
じ
集
落
の
八
幡
神
社
に
あ
る
大
正
三
年
建
立
の
逆
さ
狛
犬
は
見
事
で
し
た
。 

こ
の
あ
と
北
中
条
の
三
輪
神
社
で
如
来
形
座
像
陽
刻
板
碑
を
戸
の
隙
間
か
ら
拝
観
。
加

賀
爪
の
地
蔵
堂
の
地
蔵
を
格
子
戸
越
し
に
拝
観
し
ま
し
た
。 

津
幡
の
狭
い
路
地
の
一
角
の
お
堂
に
座
す
弘
法
大
師
を
拝
観
し
た
後
、
清
水
に
あ
る
三

昧
地
蔵
堂
を
訪
ね
ま
し
た
。
お
堂
の
真
ん
中
に
大
き
な
阿
弥
陀
立
像
が
あ
り
、
そ
の
両
脇

に
六
地
蔵
が
三
体
ず
つ
並
ん
で
い
ま
し
た
。
阿
弥
陀
を
始
め
、
全
部
が
真
新
し
い
前
掛
け

を
か
け
、
住
民
の
厚
い
信
仰
心
を
感
じ
ま
す
。 

庄
に
あ
る
地
蔵
堂
は
真
ん
中
に
文
化
五
年
建
立
の
地
蔵
立
像
が
あ
り
、
そ
の
両
脇
に
六

地
蔵
が
三
体
ず
つ
並
ん
で
い
ま
し
た
。
地
蔵
堂
の
横
の
昭
和
六
年
建
立
の
説
法
印
を
結
ぶ

浮
彫
り
の
釈
迦
座
像
は
な
か
な
か
拝
観
で
き
な
い
貴
重
な
姿
で
し
た
。 

横
浜
に
あ
る
共
同
墓
地
の
一
角
に
義
賢
名
号
塔
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
一
般
の
墓
碑

と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

こ
の
あ
と
番
外
編
と
し
て
川
尻
に
あ
る
医
師
神
社
を
訪
ね
ま
し
た
。
赤
戸
室
石
の
鳥
居

に
は
「
醫
師
神
社
」
の
額
が
か
か
り
、
由
来
は
名
前
通
り
疫
病
を
治
め
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
が
、
薬
師
と
か
少
名
彦
と
か
で
は
な
く
そ
の
ま
ま
「
医
師
」
と
い
う
漢
字
を
使
い
、

そ
れ
を
「
く
す
し
」
と
読
む
の
は
本
当
に
珍
し
い
と
思
い
ま
し
た
。 

次
に
訪
ね
た
御
門
も
番
外
編
で
す
が
、
こ
こ
に
あ
る
室
町
時
代
の
如
来
形
座
像
陽
刻
板

碑
は
津
幡
町
に
三
体
あ
る
う
ち
の
一
体
で
、
先
に
訪
ね
た
三
輪
神
社
の
如
来
形
座
像
陽
刻

板
碑
も
そ
の
中
の
一
体
で
す
。 

下
矢
田
の
諏
訪
神
社
の
境
内
に
は
「
バ
ン
」
や
「
キ
リ
ー
ク
」
の
種
子
が
刻
ま
れ
て
い

る
五
輪
塔
が
あ
り
ま
し
た
。 

上
大
田
の
集
落
の
入
口
の
小
堂
に
は
中
世
の
も
の
と
思
わ
れ
る
半
跏
地
蔵
が
浮
彫
り
の

美
し
い
姿
で
納
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

八
ノ
谷
の
集
落
の
盤
物
場(

バ
ン
ブ
チ
バ)

と
呼
ば
れ
る
広
場
の
小
堂
に
は
彩
色
さ
れ
た

明
治
時
代
建
立
の
聖
徳
太
子
十
六
歳
像
が
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

同
じ
集
落
の
八
幡
神
社
に
は
薬
師
如
来
立
像
が
納
め
ら
れ
て
お
り
一
見
地
蔵
立
像
で
す

が
、
右
手
に
蓮
花
、
左
手
に
薬
瓶
を
持
ち
、
髪
は
螺
髪
で
し
た
。 

次
に
鳥
越
の
大
国
主
社
を
訪
ね
ま
し
た
が
、
境
内
は
も
ち
ろ
ん
室
町
時
代
の
も
の
と
考

え
ら
れ
る
宝
塔
も
鮮
や
か
な
緑
色
の
苔
で
覆
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
石
川
県
唯
一
の
宝
塔
で

す
。 番

外
編
で
蓮
華
寺
で
は
素
朴
な
造
り
の
弘
法
大
師
を
拝
観
し
ま
し
た
。 

ま
た
ま
た
番
外
編
で
行
っ
た
の
は
宮
田
と
い
う
集
落
で
す
。
こ
こ
に
は
通
称
「
小
宮
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
神
社
が
あ
り
ま
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
を
積
ん
で
固
め
た
お
堂
で
屋
根
は
神
社

の
屋
根
の
形
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
戸
を
開
け
る
と
正
面
に
「
観
世
音
」
と
刻
ま
れ
た
石

の
額
が
あ
り
、
そ
の
下
の
扉
を
開
く
と
如
来
形
座
像
陽
刻
板
碑
が
石
祠
に
納
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
津
幡
町
に
あ
る
如
来
形
座
像
陽
刻
板
碑
三
体
の
中
の
一
体
で
、
今
日
は
そ
れ
を

全
部
拝
観
し
ま
し
た
。
そ
の
両
脇
に
は
美
し
い
色
合
い
の
随
神
が
座
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
あ
と
津
幡
で
平
知
度
の
首
塚
を
訪
ね
、
明
治
時
代
に
現
在
地
に
移
さ
れ
た
義
賢
名

号
塔
を
拝
観
し
ま
し
た
。 

倉
見
で
は
「
ウ
ェ
ル
ピ
ア
倉
見
」
と
い
う
温
泉
の
敷
地
内
に
あ
る
「
南
无
薬
師
」
の
文

字
碑
と
薬
師
如
来
座
像
を
拝
観
し
ま
し
た
。
身
体
に
良
い
温
泉
と
思
わ
れ
ま
す
。 

こ
こ
か
ら
は
ず
っ
と
倉
見
の
集
落
の
石
仏
巡
り
に
な
り
ま
す
。
椿
で
有
名
な
祐
閑
寺(

浄

土
真
宗)

の
境
内
に
は
大
き
な
親
鸞
の
石
像
が
あ
り
ま
す
。 
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地蔵広場全景 

五輪塔群 

弘法大師 

少
し
山
奥
に
入
っ
た
所
に
地
蔵
広
場
が
あ
り
、
各
火
葬
場
か
ら
集
め
ら
れ
た
六
地
蔵
二

十
四
体
が
Ｌ
字
型
に
並
ん
だ
姿
に
は
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
正
面
の
お
堂
に
は
真
ん
中
に
大

き
な
阿
弥
陀
如
来
立
像
と
両
脇
に
こ
れ
も
ま
た
大
き
な
地
蔵
合
掌
立
像
が
あ
り
ま
し
た
。 

倉
見
の
路
傍
に
は
円
盤
型
の
徳
本
名
号
塔
と
自
然
石
を
彫
り
く
ぼ
め
た
義
賢
名
号
塔
が

あ
り
、
こ
の
二
基
の
大
き
さ
に
も
圧
倒
さ
れ
ま
す
。
ま
た
義
賢
名
号
塔
も
四
基
全
部
拝
観

で
き
ま
し
た
。 

最
後
は
新
幹
線
高
架
下
の
山
の
麓
に
「
祇
園
」(

明
和
七
年
六
月
十
五
日)

「
山
神
」(

明

和
七
年
二
月
九
日)

の
石
塔
が
石
祠
に
納
め
ら
れ
て
お
り
、
石
造
の
山
神
が
現
存
す
る
の
は

こ
こ
だ
け
で
す
。 

今
回
も
た
く
さ
ん
の
石
仏
と
出
会
え
て
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。
案
内
、
説
明
し
て
下

さ
っ
た
滝
本
さ
ん
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

   

   

如来形座像板碑 



                 北陸石仏の会々報 第５６号  2018/12/15             10 

 

北陸石仏の会平成２９年度決算 

 収入の部 

   

 

項目 予算 決算 備考 

 前期繰越金 156,925 156,925 前年度繰越金 

 会費 60,000 66,000 22 人×3000 円 

 雑収入 15 0 貯金利子 

 合計 216,940 222,925   

         

 
     
     支出の部 

    項目 予算 決算 備考 

 事務費 0 0   

 会報費 30,000 50,000 会報（送料込み）カレンダー 

 郵送費 0 0    

会誌費 126,925 0   

 予備費 0 0    

合計 156,925 50,000   

         

 
     222,925－50,000＝172,925 

  次年度繰越金 172,925 円 

  
    平成３０年度予算案 

 
     収入の部 

   項目 前年度決算 今年度予算 備考 

 前期繰越金 172,925 172,925   

 会費 66,000 60,000   

 雑収入 0 15 貯金利子 

 合計 238,925 232,940   

         

 支出の部 

    項目 前年度決算 今年度予算 備考 

 事務費 0 0 封筒など 

 会報費 50,000 50,000 会報 

 郵送費 0 0 切手代 

 会誌費 0 182,940 『北陸石仏の会研究紀要』 

 予備費 0     

 合計 50,000 232,940   

         

 

平
成
三
十
年
度
事
業
計
画 

 

第
56
回
例
会 

福
井
県(

５
月)

 

 

第
57
回
例
会 

石
川
県(

10
月)

 

 
会
報 

年
三
回
発
行 

 

役員構成 

会
長 

 
 

平
井
一
雄 

副
会
長 

 

滝
本
や
す
し 

事
務
局 

 

尾
田
武
雄 

理
事 

 
 

酒
井
靖
春 

理
事 

 
 

池
田
紀
子 

監
事 

 
 

松
井
兵
英 


